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01 代表メッセージ

当社の人的資本経営
当社は、障害児童福祉事業という児童と関わる仕事を通じて、子ども
達の人生の選択肢を広げる支援をミッションに掲げ、地域で課題を抱
えている児童に寄り添う企業でありたいと考えています。
その中心にあるのは、そこで働く「人」こそが会社の力であり、当社そ
のものであるという思いです。社員一人ひとりが健康的で、自分らし
さを発揮して働き、仲間や児童とともに成長していける環境を作るこ
とが、会社や地域社会の未来に繋がると考えています。

当社で働く社員には、「支援のプロフェッショナル」であることを求めて
います。プロフェッショナルを目指していくことは簡単ではなく、自分
ひとりで成長を続けることは難しいことであり、仲間や会社のサポート
が重要になります。

プロフェッショナルを目指す社員が前向きに成長でき、人間関係も明
るく働きやすい環境を整えることが、長く働きたいと思える職場作り
の根本であると考えています。当社は社員・地域・児童がともに豊かに
なれる企業を目指し、人を大切にする姿勢をこれからも変わらず貫い
ていきます。
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03 事業の紹介 放課後等デイサービス・児童発達支援

放課後等デイサービス

児童発達支援は、児童福祉法に基づく障害児通所支援のひとつで
、小学校に入る前の0歳から6歳ごろまでの、障害や発達の特性が
ある子どもが通う福祉サービスです。「触覚」「前庭感覚」「固
有覚」「視覚」「聴覚」といった土台から、「姿勢」「ボディイ
メージ」「運動機能」を積み上げていき、学習能力や集中力とい
った力を育んでいきます。お子様の発達段階に合わせたオーダー
メイドの個別療育を中心に行っています。
言葉や感情表現、行動の背景は一人ひとり異なるため、「今、こ
の子に必要なことはなにか」を考えた療育を大切にしています。

放課後等デイサービスは、児童福祉法に基づく障害児通所支援のひ
とつで、小学校から高校までに通う、障害や発達の特性がある子ど
もが、放課後や夏休みなどの長期休暇中に利用する福祉サービスで
す。
支援の目的は、生活能力の向上と社会との交流の促進です。具体的
には、日常生活の訓練、運動、創作活動、学習支援、集団でのコミ
ュニケーションなどを行います。「健康・生活」
「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人
間関係・社会性」の5領域をふまえた個別支援計画に沿って、総合的
に支援することが求められています。当事業所の特徴として、ダン
スや運動を主とした集団での運動療育を中心に、自社管理の畑での
農体験や学習支援を通じて、ＢＡＳＥ＝生きていくための基礎を身
に付け、子ども達が将来における人生の選択肢を増やすことを目的
に療育を行っています。

児童発達支援







05 人的資本経営における取組（個別）

重点取組領域

1 個人の成長

人事評価制度の構築
当社では、職員の努力と成長が正当に評価され、やりがいを感じながら働ける環境を実現するため、人事評価制度の構築
を進めていく。
評価制度では業績評価、行動評価（業務への姿勢、協調性、成長意欲など）、能力評価（児童および保護者対応、実務ス
キルなど）といった多面的な評価を行う。また、職員同士での評価も行い、現場目線で職員の評価を行っていく。

1on1ミーティングの実施
制度導入後にも、評価結果が成長に繋がるよう振り返りを実施する。また、評価期間中においても定期的な1on1ミーティ
ングを行い、個々の課題は何なのか、成長の方向性等を明確にし成長を支援する。運用においては継続的に改善を行い、
納得感、公平性の高い評価へと進化させていきながら、運用を定着させていく。



05 人的資本経営における取組（個別）

重点取組領域

2 組織風土の醸成

評価制度の運用研修
導入した制度が形骸化しないよう、制度に関する研修を行う。
職員がこの評価制度を「自身を成長させるツール」として正しく理解し運用を行うことで、成長を続けることができる組織
風土を作っていく。

キャリアプランに関する研修
闇雲に成長を目指すのではなく、自身の最終ゴールは何なのか、どんな自分でありたいのかをイメージできるよう、キャリ
アプランに関する研修を行う。単に処遇を高めるだけに成長をするのではなく、研修を通じてなりたい自分をイメージし、
そこに向かっていくための成長であることの意識を高める。



05 人的資本経営における取組（個別）

重点取組領域

3 次世代リーダー人材の育成

役職定義の制定
評価がきちんと処遇に反映されるよう、役職を制定し、どのような人材が役職につくのかを明文化する。
年功序列で管理職につくのではなく、どのようなスキルが必要かを定義する。この定義と評価制度がリンクすることで、
職員の成長意欲を高めるとともに、次世代リーダーとして必要なスキル、行動を身に付けることが可能となる。

役割定義の制定
各役職における役割を明文化する。役職者に求められる役割を定義しておくことで、チーム内での立ち回り、権限を明確に
する。実践の場で他の職員、事業所を牽引することを習得し、次世代のリーダーとしての成長を促す。









06 人的資本経営データ（データ集）

4 人材の成長・活躍

1 事業成果・戦略の実現

2 事業戦略に応じたジョブ構成・要員

3 人材の獲得・惹き付け（リテンション）

5 人材の貢献に報いる報酬

6 安全衛生・コンプライアンス
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